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南大隅町HP　http://www.town.minamiosumi.lg.jp　南大隅町の話題 随時更新中！！
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　９月20日から 21日にかけて、オートバイライダーの集い「第１回最南端バイクミーティング」が佐多
大泊港で開催されました。写真は、大泊港に全国各地から集結したオートバイが駐輪されている様子です。
　第１回最南端バイクミーティングについてはＰ５をご覧ください。
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～
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

グラフ１：可燃ごみと資源ごみ収集量の推移

　

可
燃
ご
み
は
、
年
間
５
２
６
ト
ン
か

ら
５
４
９
ト
ン
の
間
で
増
減
し
な
が
ら

緩
や
か
に
推
移
し
、
資
源
ご
み
は
、
本

町
の
人
口
に
比
例
し
て
減
少
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
人
口
１
人
当
た
り
の

　
ご
み
排
出
量
の
推
移

　

右
の
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
、
可
燃
ご

み
の
１
人
当
た
り
の
排
出
量
は
、
平
成

22
年
度
は
57
㎏
で
し
た
が
年
々
増
加
し
、

平
成
26
年
度
は
65
㎏
と
５
年
間
で
８
㎏

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
ど

う
し
て
も
出
て
し
ま
う
の
が
「
ご
み
」

で
す
が
、
少
し
の
心
が
け
で
ご
み
の
減

量
は
可
能
で
す
。
ご
み
の
減
量
を
実
現

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
、
ど
う
す
べ
き
か
、
み
ん
な
で
考

え
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
ご
み
収
集
量
の
推
移

　

左
の
グ
ラ
フ
１
は
、
本
町
に
お
け
る

家
庭
ご
み
の
「
可
燃
ご
み
」
と
「
資
源

ご
み
」
の
年
間
収
集
量
の
推
移
を
示
し

て
い
ま
す
。
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グラフ２：１人当たりのごみ排出量の推移

増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
資
源
ご
み
の
一
人
当
た
り
の

排
出
量
は
、
可
燃
ご
み
に
反
比
例
し
て

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
排
出
量
の
増
減
の
要
因

　

資
源
ご
み
排
出
量
の
減
少
要
因
に
つ

い
て
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル

の
使
用
に
よ
る
使
い
捨
て
の
生
活
習
慣

が
見
直
さ
れ
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
増
え
方
を
見

る
と
、
ご
み
の
分
別
に
問
題
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　

町
民
保
健
課
環
境
衛
生
係
の
調
べ
に

よ
る
と
、
最
近
ご
み
の
分
別
の
状
態
が

悪
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
可
燃
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
る
も
の
の
中
に
、
再

生
可
能
な
紙
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

紙
類
の
ご
み
は
、
分
別
を
し
っ
か
り

す
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
う
た
め

に
も
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

紙
・
紙
箱
類
の
資
源
ご
み
は
、
左
記

の
５
種
類
に
分
別
し
て
、
各
自
治
会
で

定
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1 

ダ
ン
ボ
ー
ル

2 

新
聞
紙
・
チ
ラ
シ

3 

雑
誌
・
雑
紙

4 

紙
製
容
器
包
装

　

 

（
菓
子
箱
、
石
鹸
箱
、
包
装
紙
な
ど
、 

　
　
　

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
）

5 

飲
料
用
の
紙
パ
ッ
ク

※�

紙
類
の
資
源
ご
み
は
ヒ
モ
で
十
字
に

縛
っ
て
出
し
ま
す
が
、
4
・
5
の
縛

れ
な
い
小
さ
な
も
の
は
、
資
源
ご
み

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
ご
み
の
適
正
な
処
理
と

ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新聞紙・チラシの正しい出し方
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生
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
排
出

さ
れ
た
生
ご
み
は
、
堆
肥
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
集
さ
れ
た
生
ご
み
袋
の

中
に
、
包
丁
や
ス
プ
ー
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
様
々
な
異
物
が
混
入
さ
れ
、

そ
の
処
理
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
よ
う
に
異
物
が
混
入
さ
れ
た

生
ご
み
が
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
込
ま

れ
、
機
械
設
備
が
破
損
し
、
多
額
の
修

理
費
用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
作
業
の
危
険
度
が
増
し

ま
す
の
で
、
絶
対
に
異
物
を
混
入
さ
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
「
ひ
と
し
ぼ
り
」
の
習
慣
を
！

　
生
ご
み
の
約
70
％
が
水
分
で
す
。
ご

み
に
出
す
前
に
「
ぎ
ゅ
っ
と
ひ
と
し
ぼ

り
」の
習
慣
を
。減
量
効
果
は
絶
大
で
す
。

　
正
し
く
分
別
を
！

　

分
別
の
悪
い
ご
み
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
っ

た
ま
ま
で
す
。
収
集
さ
れ
な
か
っ
た
ご

み
は
、
自
治
会
の
役
員
さ
ん
等
が
分
別

し
直
す
な
ど
、
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

各
自
が
責
任
を
も
っ
て
正
し
い
分
別

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
危
険
物
を
混
入
さ
せ
な
い
！

　

最
近
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
や
資
源
ご

み
袋
の
中
に
、
包
丁
や
医
療
用
の
注
射

器
、
注
射
針
な
ど
危
険
な
も
の
が
混
入

し
て
い
ま
し
た
。
一
つ
間
違
え
ば
大
事

故
に
つ
な
が
る
行
為
で
す
。
大
変
危
険

で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
お
や

め
く
だ
さ
い
。

　
粗
大
不
燃
ご
み
に
つ
い
て

　

左
記
の
粗
大
不
燃
ご
み
は
不
燃
ご
み

と
し
て
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

で
大
根
田
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

・
中
型
電
化
製
品
（
電
子
レ
ン
ジ
や
ビ

　

デ
オ
デ
ッ
キ
な
ど
）

・
自
転
車

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

ルールを守って　正しいごみ出しをお願いします

JA 堆肥センターへ運び込まれた
生ごみの中に入っていたもの

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　�（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
）

の
出
し
方
に
つ
い
て

　
　
　

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
容
器
や

包
装
は
、
汚
れ
を
と
っ
て
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
）
と
し
て
資
源
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

定
め
ら
れ
た
日
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

汚
れ
の
と
れ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
や　
　

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
類
は
、
可
燃

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆�

レ
ジ
袋
等
に
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
入
れ
た
ま
ま
、
資
源
ご

み
袋
に
入
れ
る
行
為
は
間
違
い
で

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
ま

と
め
ず
に
１
個
ず
つ
資
源
ご
み
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
間
違
い
や
す
い
ご
み
の

　
正
し
い
分
別
の
仕
方

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

容
器
の
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
は
、
は

が
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
し
て
出

し
ま
す
。

　

ボ
ト
ル
は
、
中
を
軽
く
洗
っ
て
、
自

治
会
備
え
付
け
の
ネ
ッ
ト
か
ご
に
入
れ

ま
す
。

●
中
身
の
入
っ
て
い
る
容
器
類

　

容
器
の
種
類
に
関
係
な
く
、
中
身
の

入
っ
て
い
る
容
器
を
そ
の
ま
ま
ご
み
と

し
て
は
出
せ
ま
せ
ん
。
中
身
を
出
し
、

中
を
洗
っ
た
後
、
容
器
に
つ
い
て
い
る

ご
み
識
別
マ
ー
ク
に
従
っ
て
出
し
ま
す
。

●
荷
造
り
用
の
テ
ー
プ
や
ひ
も

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
製
の
も

の
で
も
可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。

●
ゴ
ム
製
品
（
ゴ
ム
製
手
袋
や
輪
ゴ
ム
）

　

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。

●
革
製
品
（
か
ば
ん
や
ベ
ル
ト
）

　

可
能
な
限
り
金
属
類
を
取
り
外
し
て
、

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。

●
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。

●
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
や
蓋

　

ご
み
識
別
マ
ー
ク
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
紙
製
容
器
包
装
の
場
合
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
貝
殻

　

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。

　

※
生
ご
み
で
出
さ
な
い
よ
う
に
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

町
民
保
健
課

　

℡
24
―
３
１
２
５
（
直
通
）
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青少年の異年齢研修
サマーチャレンジ２０１５

偏見や差別のない社会を願って

　青少年の異年齢による集団宿泊や自然体験活動
をとおして自己を磨き、併せて本町を担うリー
ダーを育成するために「サマーチャレンジ2015」
が、８月23日から24日にかけて熊本県で開催され
ました。
　本町の小学４年生から高校生までの22人が参加
し、互いに協力しながら水基（水がでる基）巡り
などを体験しました。

　９月５日、人権同和教育研修会が町中央公民館
文化ホールで開催されました。当日は、国立療養
所星塚敬愛園の上野正子さん（88歳）による「偏見、
差別のない社会を願って」と題した講演が行われ、
約200人が参加しました。
　偏見や差別のない社会を実現するために、自分
はどうすべきか、何ができるのか、みんなで考え
ていきましょう。

熊本県の水基巡りをしている様子

南大隅町人権同和教育研修会

講師の上野さん

動画投稿の旅　佐多岬スタート
お笑い芸人  竹永善隆さん（コンマニセンチ）

協働による町づくりを目指して

　吉本興業のお笑いコンビ「コンマニセンチ」の
竹永善隆さんが９月８日、徒歩で東京新宿を目指
して佐多岬をスタートしました。
　竹永さんは道中、持ちネタの「ずっこけ」と風
景を絡めた動画を撮影（自撮り）し、動画視聴サ
イト・ユーチューブに投稿しながら旅を続けます。
　「歩き続けることで誰かを元気づけられたら」
と、全行程１，９６５ｋｍ歩き続けるそうです。

　９月８日、各種女性団体連絡協議会主催の「町
長と語る会・ふれあいトーク」が町中央公民館大会
議室で開催されました。
　当日は町内の９つの女性団体から75人が参加
し、各団体で抱えている課題や、要望について町
長と意見交換を行いました。また、女性団体から、
協働による町づくりを推進するための提言も出さ
れ、有意義な話し合いの場になりました。

町長と語る会・ふれあいトーク

佐多岬をスタートした竹永さん町長と語る会・ふれあいトークの様子

まちの話題
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かかしで地域の活性化を！
原元気会「かかしコンテスト」

砂浜でのサンドゴルフ大会
町一自治会

マジックから学んだ「おもてなし」の心

ライダーが大泊に集結

　原自治会の高齢者グループ「原元気会」が９月
16日、かかしコンテストを開催しました。
　コンテスト会場の原集落センターには、７つの
班から22体のかかしが持ち込まれ、審査の結果、
小浜班が昨年に引き続きグランプリに輝きまし
た。
　作品は、国道沿いに10月末まで飾られる予定で
す。

　９月18日、母親セミナーが町中央公民館文化
ホールで開催され、町内の各地域女性会から70人
が参加しました。
　当日は、鹿児島マジックアート会長の大迫元信
さんに「人に夢と喜びを与えるマジックから学ん
だこと」と題した講演をしていただきました。
　マジックショーを交えながら「おもてなし」の
心について、みんなで勉強しました。

　町一自治会の皆さんが、全国で初めてかもしれ
ない砂浜でのゴルフ「サンドゴルフ大会」を、９
月27日、町海岸で開催しました。
　町一自治会では、地域を活性化させようと、南
大隅町チャレンジ創生補助金事業を活用して、今
回初めてゴルフ大会を実施しました。
　参加した60人の自治会会員の皆さんは、とても
楽しそうにプレーされていました。

　９月20日から21日にかけて、オートバイライ
ダーの集い「第１回最南端バイクミーティング」
が佐多大泊港で開催され、全国各地から約150人
が集結しました。
　初日は、楠龍太鼓の演奏など歓迎のステージイ
ベントが行われ、最終日は、シーカヤックや佐多
岬トレッキングなどを体験し、ライダーは最南端
を満喫しました。

第 1回最南端バイクミーティング

かかしを設置する小浜班の皆さん

母親セミナー

母親セミナーの様子

砂浜でゴルフを楽しむ皆さん 続々集結するオートバイライダーたち

まちの話題
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「ふるさと納税」
ありがとうございました

　４月１日から９月 30日までに、下記の方から「ふ
るさと納税」として寄附をいただいています。
　「ふるさと納税」は、本町活性化のために大切に
活用させていただきます。

・大阪府　　田宮　ミチ子
・大阪府　　吉川　直孝
・大阪府　　吉田　愛
・神奈川県　古谷田　雅博
・神奈川県　西牟田　吉義

◆寄附者氏名（敬称略）（氏名等の公表をして差し支えないという方のみ記載してあります。）

佐多岬

・東京都　　山田　利美
・長崎県　　㈱松尾青果
・福岡県　　椋木　房代
・鹿児島県　島津　修久
・鹿児島県　丸峯　正治

・神奈川県　横山　京子
・埼玉県　　小松　建一
・千葉県　　中島　弘司
・東京都　　田中　昭二
・東京都　　山田　俊介

「東海南大隅会」が設立されました
　９月６日、名古屋市で東海南大隅会の設立総会及び交流
会が開催されました。
　当日は、鹿児島県大阪事務所長、愛知鹿児島県人会会長
をはじめ多くのご来賓の皆様にもお越しいただき、総勢
75 人が参加しました。初代会長に佐多島泊出身の国分重
人さんが選出されました。
　また、交流会では、本町出身者が一同に会し、ご自身の
近況やふるさとの話題に花を咲かせていました。

東海南大隅会設立総会の様子

いつまでもお元気で 長寿を祝い敬老金贈呈
　９月 18日、本町では高齢者を敬って長寿をお祝いするため町内在住の 80歳、85歳、88歳、
90歳、95歳、99歳以上の方を対象に敬老金を贈りました。
　町内最高齢の鶴園サヨさん宅と男性で最高齢の小田重秀さん宅には、白川副町長が訪問し、
敬老金を手渡しました。鶴園さんは明治 44年生まれの 104 歳、小田さんは大正４年生まれの
100 歳。お二人とも西方自治会の自宅にお住まいで、とてもお元気でいらっしゃいます。
　南大隅町では、100歳以上の長寿の方が11人いらっしゃいます。（平成27年 9月30日現在）
　みなさん、いつまでもいつまでもお元気で。

鶴園サヨさん（写真右）と白川副町長 小田重秀さん（写真左）とお孫さん
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社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について
個人情報はどのように守られるのでしょうか？

№５

問い合わせは？
　この制度についてのご不明な点は、マイナンバーコールセンター（全国共通ナビダ
イヤル　℡０５７０－２０－０１７８）までお問い合わせください。
■問い合わせ先　役場　総務課　℡２４－３１１１

　マイナンバー制度では、さまざまな個人情報を取り扱います。
　マイナンバーは個人の複数の情報を結び付けることができるため、利便性が高まる反面、漏えいや不
正利用があった場合の影響も大きくなります。そのため、マイナンバーを含む個人情報「特定個人情報」
は、厳重に管理されるようになっています。
　近年、いろんな情報流出問題が発生していますが、マイナンバー制度では、そのようなことが起こら
ないよう、さまざまな対策が取られています。

制度面での対策
◦法律に定めがある場合を除き、特定個人情報の収集・保管を禁止しています。
◦なりすまし防止のため、マイナンバーを収集する際には本人確認が義務付けられています。
◦�マイナンバーが適切に管理されているかを、特定個人情報保護委員会という第三者機関が監視・監督
を行います。
◦不正利用など法律に違反した場合の罰則を、従来に比べて強化しています。

マイナポータルで確認

個人番号カードの安全性

◦平成 29年１月から、「情報提供等記録開示システム（マイナポータル）」が稼働予定です。
　インターネットを利用して以下の情報をご自身で確認することが可能になります。
①�情報提供等記録表示…�マイナンバーを含む自分の個人情報をいつ、誰が、なぜ提供したのか、不正・

不適切な照会・提供が行われていないか確認できます。
②自 己 情 報 表 示…行政機関などが持っている自分の特定個人情報を確認できます。
③お知らせ情報表示…一人ひとりに合った行政機関などからのお知らせを確認できます。

◦�個人番号カードのＩＣチップには、所得情報や健康情報などのプライバシー性の高い個人情報は記録
されません。
◦万一、紛失・盗難にあった場合には、24時間 365 日専用ダイヤルで対応します。
◦顔写真やパスワードが設定されていますので、もともと不正利用されるリスクは限定的です。

システム面での対策

◦�個人情報は一元管理（図１）
せずに従来どおり、年金の情
報は年金事務所、税の情報は
税務署といったように分散管
理（図２）します。分散管理
することで、芋づる式の情報
漏えいを防ぎます。
◦�行政機関間での情報のやりと
りは、マイナンバーを直接使
いません。
◦システムにアクセス可能な者を制限・管理し、通信する場合は暗号化します。

図２分散管理

市町村

日本年金機構

ハローワーク

独立行政法人

健康保険組合

都道府県

個人情報は、従来通り各機関において
分散して管理する

地方税情報

照会

提供

例）日本年金機構が市町村に地方税情報の
　 提供を求めた場合

図１一元管理

共通データベース
（情報の集約・管理）

個人情報を特定の機関のデータベー
スなどに集約して一元的に管理する

市町村

日本年金機構など

健康保険組合

都道府県

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マイナちゃん

Administration 
Division 総務課から
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小規模災害復旧事業補助金について

個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存について

町税の納期限内納付にご協力ください

一定規模以上の土地取引
には届出が必要です

10月は土地月間
10月１日は土地の日

　６月からの大雨や台風によって、農地や宅地等の被害に遭われた方々に対しまして、復旧費用の一
部を補助する小規模災害復旧事業補助金を交付します。
　下記の対象となる災害に遭われた方は、役場建設課または佐多支所産業グループで申請を行ってく
ださい。
　また、今回の災害に限らず、今後、自然災害で被災を受けた農地や宅地等についても、随時、申請
を受付けます。

　個人で農業・営業・漁業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全ての方は、記帳
と帳簿書類の保存が必要で、義務づけられています。
　帳簿には、売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・
仕入先その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を記載します。
　記載に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく、日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡易
な方法で記載してもよいことになっています。
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

　納税者には、納期限までに税金を納める義務があります。税金を納期限までに納付されないと督促
手数料や延滞金がかかります。それでも納付していただけない場合は預貯金調査や財産の差押えなど
の滞納処分をおこなう場合もあります。

　一定規模以上の土地取引（売買等）には、国土
利用計画法に基づく届出が必要となります。土地
の取得者は、契約を締結した日から起算して 2週
間以内に土地の所在する市町村を通じて都道府県
に届け出る義務があります。
◇届出者　土地の取得者（買主）
◇届出が必要になる土地取引の規模
　①都市計画区域内の土地で 5,000㎡以上
　②都市計画区域外の土地で 10,000㎡以上

　土地は、国民のための限られた貴重な資源です。
将来の子供たちのため、明日の豊かな暮らしのた
めにも土地の有効利用が大切です。このような観
点から、毎年 10月を「土地月間」、10月１日を「土
地の日」と定め、土地に関する基本理念の普及・啓
発活動の充実を図っています。
　この機会に、豊かで安心できる住みよい社会を
築いていくために、皆さんもぜひ、土地の有効利
用について考えてみてください。

■問い合わせ先　役場　建設課　℡２４－３１２９（直通）　　支所　産業グループ　℡２６－０５１１（代表）

■問い合わせ先　役場　税務課　℡２４－３１１６（直通）

＜対象となる災害及び補助額＞

区　分 対象となる災害 補　　助　　額
（千円未満切り捨て）

農　地 復旧費が３万円以上 40 万円以下
の自然災害 復旧費の５割

宅地等 復旧費が 30 万円以上の自然災害 復旧費の５割
※上限：60 万円 被災した農地

建設課から Construction

税務課から revenue

企画観光課から Planning tourism
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プレミアム商品券の使用期限について
～期限を過ぎると使用できません～

カヤックガイド養成講座受講生の募集について

愛車でGo！　南隅路フォトラリーの参加者募集について

　企画観光課では、カヤックガイド養成講座の受講生を募集します。
◇受講日　11月 14日から１月までの土曜日、日曜日を予定（計 18回）
　　　　　１回あたり５～７時間程度の座学及び実技を実施します。
◇会場　座学は本庁会議室、実技は佐多地区の海上を予定しています。
◇募集対象者　下記３つの要件を全て満たす人
　①修了後、南大隅町内でカヤックインストラクター（有償）として活動できる方。
　②健康で、相応の基礎体力を有する方。
　③日赤や消防などの救急法を２年以内に受講された方。
　※年齢、性別、居住地不問。
◇募集定員　10人
◇受講料　無料
◇申込方法：役場企画観光課観光推進室へ直接お申込みください。
◇申込期限：11月 6日（金）
■問い合わせ先　役場　企画観光課　℡２４－３１１５（直通）

Planning tourism 企画観光課から

　２割お得な南大隅町プレミアム商品券の使用期限が残りわず
かとなりました。
　期限を過ぎると商品券としての価値がなくなります。早めの
利用をお願いします。

☆使用期限　１１月３０日（月）まで
◇南大隅町プレミアム商品券取扱加盟店でご利用いただけます。
◇商品券と現金とのお引き換えはできません。
◇商品券でのお買い物で、お釣りはお返しできません。

　南隅地区観光連絡協議会（錦江町・南大隅町）では、愛車でＧｏ！  南隅路フォトラリーを鹿児島
県旅行業協同組合に委託して実施します。

昨年のスタートの様子

南大隅町プレミアム商品券

　このイベントは、車やバイクで錦江町と南大隅町内の観光施設
を巡っていただき、その写真をポイントに換算し、ポイント数を
競います。スピードを競うものではありません。
　イベント実施要項をご確認いただいてからエントリーを受付け
ますので、まずはお問い合わせください。
◇実 施 日　11月７日（土）　午前９時受付開始
◇集合場所　花瀬でんしろう館駐車場（錦江町田代）
◇申込期限　11月４日（水）
◇問い合わせ・申込先　　鹿児島県旅行業協同組合　ふた旅魅旅
　　　　　　　　　　　　℡０９９－２０１－９８９７
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南大隅町商工会

本土最南端で「感幸」を!

 ● 有効期限 ●
平成27年11月30日迄

南大隅町プレミアム商品券

見 本
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エサやり見学会
参加者募集について

九州地区牛削蹄競技大会
永吉卓也さん優勝

肝属秋季畜産共進会
鹿児島県畜産共進会

農業者入植促進事業
認定証及び就農奨励金交付

　第 60 回肝属秋季畜産共進会が 9月 10 日、鹿
屋市の肝属中央家畜市場において開催され、本町
からも 18頭が代表として出場し、最優秀賞が９
頭、優秀賞が９頭という成績でした。
　また、鶴田洋行さん、横山京一さん、鶴田洋一
郎さんの出品牛が肝属郡代表として 10 月３日、
鹿児島県畜産共進会に出場しました。

　地域の方々に養殖漁業を理解していただこう
と、エサやりの見学会を下記のとおり実施します。
　見学船の都合上、必ず予約をお願いします。
◇日時　11月 11日（水）　午前９時 30分集合
　　　　午前 10時～正午
◇集合場所　ねじめ漁業協同組合
◇参加料　無料
◇募集期限　10月 30日（金）
◇申込先　根占地区海域環境保全協議会事務局
　　　　　（役場経済課内　℡ 24－３１２８）
◇注意事項　
　児童の参加は保護者が同伴してください。　
　希望者が多い場合は複数回に分けて出航します。
　大雨、しけの場合には中止します。

　８月に熊本県で開催された第 38回九州地区牛
削蹄競技大会に鹿児島県代表として出場した永吉
卓也さん（川田代自治会）が見事優勝され、11
月に茨城県水戸市で開催される全国大会に出場す
ることになりました。
　おめでとうございます。町民皆さんのご声援を
よろしくお願いいたします。

　本町では、有能な農業人材を育成・確保するた
め、新規就農者の促進を図り農業技術の習得及び
就農支援を行うことを目的として、農業者入植促
進事業を実施しています。
　今年度は農業入植者として４人が認定され、９
月 29日、認定証と就農奨励金が交付されました。

認定証の交付を受ける新規就農者の４人
左から　田淵さん　肥後さん　松元さん　成尾さん

優勝された永吉卓也さん 肝属代表に選ばれた出品者と出品牛

◎最高販売価格牛の血統等
区分 父 祖父 曽祖父 日令 体重（kg） 産次 価格
メス 華春福 勝忠平 平茂勝 265 280 8 798,000 円
去勢 晴茂平 安福久 岡茂福 253 317 2 881,000 円

■問い合わせ先　役場　経済課　℡２４－３１２８（直通）

南大隅町子牛のセリ市情報〔平成 27年９月〕
地　区 総頭数 売却頭数 総平均 メ　ス 去　勢

根占地区 125 頭    102 頭 604,108 円 559,434 円 652,429 円
佐多地区   86 頭       57 頭 623,000 円 592,786 円 652,172 円
肝属地区   1,417 頭 1,206 頭 615,433 円 565,042 円 661,709 円 肝属全体前月比：1,539 円高

※価格は売却分（税抜価格）

economic affairs経済課から
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認知症の人の行動や言動に戸惑う事はありませんか？

ヘルパー資格を取得してみませんか！
介護ヘルパー初任者研修（介護職員初任者研修）受講生募集について

～受講料の半額を町が助成します～

　認知症になると、今まで当たり前にできていたことが認知機能低下によってできなくなります。さ
らには、物が見当たらなくなると「誰かに盗まれた」と周りの人を疑ったり、失敗したことを指摘す
ると「馬鹿にしているのか」と怒鳴ったりして、周りの人との関係に影響を及ぼすことがあります。
このような症状は認知症によって認められる症状であり、適切に対処し、きちんと治療することで症
状の軽減が期待できます。
　「様子がおかしいな」と気になる事があれば医師へ相談してみましょう。

●興奮　突然、カッとなって、意固地になる
　少し冷静になるための時間をとりましょう。興奮していると感じたら、例えば「ちょっとトイレに
行ってくるから」と言って、その場を離れてみてはどうでしょうか。

●不安　同じことを何度も何度も確認する
　不安の原因になる事から、なるべく遠ざけましょう。「明日お客さんが来る」などと前もって知ら
せておくと、「忘れないようにしなければ」とかえって不安を起こす火種になる場合があります。前もっ
て伝える必要性がそれほど高くなければ、あえて知らせない選択もあるかもしれません。

●無関心　以前好きだったことに興味を示さなくなる
　放っておくとますます反応しなくなってしまいます。「天気がいいね」などちょっとしたことでも
声をかけてあげましょう。「好きな花が咲いたよ」など、ご本人が認知症になる前に興味があったこ
とを話題にするのもよいでしょう。

●易怒（いど）性　いつもイライラしていて、ちょっとしたことで怒る
　反論せずにしばらく一人にしてあげましょう。ちょっとしたもの忘れを指摘されて、カッとなり腹
を立てるというケースが良くみられます。怒りに対して、怒りで返すのではなく「新聞、取ってくる
よ」とご本人をしばらく一人にしてあげたり、「あなたの好きな花、庭に咲いていたから取ってきたよ」
と、怒りに対して優しさで包んであげると、とがった気持ちも和らいできます。

　介護ヘルパー初任者研修（介護職員初任者研修）受講生を募集します。本町の高齢者を支えるボラ
ンティアや仕事として、また、介護の知識を高めたい人など、介護ヘルパーの資格を取得してみませ
んか。受講料の半額を町が助成しますので、地元で開催されるこの機会にチャレンジしてみませんか。
◇受講日　12月６日（日）～３月 20日（日）までの毎週日曜日（計 16日間）
　　　　　午前９時 30分～午後４時 40分
◇会場　町老人福祉センター（根占川南）
◇受講料　８９，８００円（税込）
　　　　　※受講終了後に、受講料８９，８００円のうち半額を町が助成します。
◇研修実施機関　株式会社　日本教育クリエイト　三幸カレッジ
◇募集期限　11月 24日（火）
◇申込先　役場　介護福祉課　℡２４－３１２６（直通）　社会福祉協議会　℡２４－４２１８（代表）
※事前説明会を町老人福祉センターで開催します。
　日時　11月７日（土）、　11月 23日（月）
　　　　午前 10時から午前 11時 30分、午後１時から午後２時 30分

■問い合わせ先　役場　介護福祉課　℡２４－３１２６（直通）

Welfare 介護福祉課から
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○期　　日　12 月６日（日）※小雨決行
○場　　所　佐多岬ロードパークコース
○内　　容　マラソン（10 マイル・５ｋｍ・３ｋｍ）
　　　    　　ウォーク（８ｋｍ・５ｋｍ）
○参 加 料　マラソン　一般 2,500 円　　　小中高生 2,000 円
　　　　　　ウォーク　一般 2,000 円　　　小中学生 1,500 円
○申込方法　�大会ホームページまたはパンフレット内の郵便振替用

紙に必要事項を記入し、参加料を添えて最寄りの郵便
局へお申し込みください。

　　　　　　※大会事務局への直接申し込みは受け付けません。
○申込期限　11 月６日（金）必着
○申込・問い合わせ先
　佐多岬マラソン実行委員会（教育振興課内）℡ ２４－３１６４（直通）
　URL　http://www.e-marathon. jp/satamisaki/

　第 11回南大隅町民文化祭・生涯学習大会が下記日程で開催されます。
　混声合唱、楽器演奏、舞踊、フラダンス、民謡、根占中学校音楽部、南大隅高校ダンス同好会な
ど幅広いジャンルの舞台発表と園児、児童生徒の作品や生涯学習講座の受講生や同好会の書道、生花、
水彩スケッチ、陶芸、手編みなどの展示を計画しています。
　また、南大隅高校 90周年を記念して、生徒会で巨大な展示品を
作成中です。どんな作品が展示されるのか、ご期待ください。
〇開催日時
　11月 15日（日）　午前９時 30分～
　※展示部門は 11月 14日（土）～ 15日（日）
〇場所　南大隅町体育館

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
が
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
15
日
に
か

け
て
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
11
月
６
日
と
７
日
に
ホ
テ
ル
佐
多
岬
で
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◆
11
月
６
日
（
金
）　

午
後
７
時
～
午
後
８
時

　

演
題
「
蘆ろ

花か

さ
ん
の
歌
」

　

講
師　

麦
田
雅
弘
氏
（
熊
本
蘆
花
の
会
会
長
）

◆
11
月
７
日
（
土
）　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

　

演
題
「
こ
こ
ろ
の
写
真
～
短
歌
の
魅
力
に
つ
い
て
～
」

　

講
師　

森
山
良
太
氏
（
華
短
歌
会
代
表
）

※
11
月
６
日
は
、
役
場
本
庁
か
ら
ホ
テ
ル
佐
多
岬
間
の
無
料

送
迎
を
し
ま
す
。
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
教
育
振

興
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

徳
冨
蘆
花
メ
モ　

文
豪
徳
冨
蘆
花
（
熊
本
水
俣
市
生
ま
れ
）

が
佐
多
岬
の
突
端
に
立
っ
た
の
は
明
治
38
年
で
す
。
佐
多
町

史
に
は
「
古
里
に
泊
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
詠
ん
だ
歌

９
首
の
う
ち
の
一
首

　
黒
潮
の
誘（
い
ざ
の
）ふ
南
風（
は
え
）に
我
衣

　
吹
か
せ
て
立
つ
や
佐
多
の
大
岬

　

昭
和
29
年
当
時
の
田
中
栄
熊
町
長
は
、
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
た
蘆
花
に
代
わ
り
兄
、
徳
富
蘇
峰
翁
を
熱
海
に
訪
ね
揮

毫
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。（
野
田
千
尋
著
「
佐
多
岬
」
か

ら
引
用
）

　

そ
の
作
品
は
、
旧
国
民
宿
舎
「
佐
多
岬
荘
」
に
平
成
８
年

ま
で
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
国
民
文
化
祭
の
開
催
に
合
わ

せ
傷
ん
だ
箇
所
を
修
理
し
、
講
演
会
場
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
貴
重
な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　教育委員会　教育振興課　℡２４－３１６４（直通）

国
民
文
化
祭　

講
演
の
ご
案
内

佐多岬マラソン・31度線ウォーク参加者募集

町民文化祭・生涯学習大会開催のお知らせ

　佐多岬マラソン実行委員会では、第 15回佐多岬マラソン及び
第６回 31度線ウォークの参加者を募集しています。

Education教育振興課から

ゲストランナー
（谷川真理選手）

1994年
パリマラソン優勝

ゲスト
（具志堅幸司さん）
1984年ロサンゼルス五輪
体操個人総合・つり輪

金メダル
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南大隅町
ねじめドラゴンボートフェスティバル開催

　11 月 1 日（日）、根占雄川河畔で南大隅町ねじめドラゴンボートフェスティバルが開催されます。
今年は北緯 31 度線にちなんだ第 31 回記念大会であり、レースはもちろん前夜祭、青空市など例年以上
にイベント盛り沢山の大会になるよう準備を進めています。
　ご近所お誘い合わせの上ご来場ください。

○前夜祭　　10 月 31 日（土）　午後 6 時～　　
　　　　　　みなと公園（雨天時：ふれあいドーム）
○レース　　11 月１日（日）　
　　　　　　午前 8 時：開会式　　　午前 8 時 30 分：レース開始
○青空市　　11 月１日（日）　午前 9 時開始　　みなと公園
■問い合わせ先
　南大隅町ねじめドラゴンボートフェスティバル実行委員会（南大隅町商工会内）　℡２４－２３２０

根占港 ⇐⇒ 指宿港
海上タクシー運航継続

　7月に運航を開始した根占港と指宿港間の乗合海
上タクシーは、当初 9月 30 日までの期間限定での
実証運航でしたが、南九船舶が 10 月以降も引き続
き運航することになりました。
　10月以降は、土曜日、日曜日、祝日も運航します。
ぜひ、ご利用ください。
◆運航ダイヤ
　・根占港発　午前８時 30分頃　　　午後４時頃
　・指宿港発　午前９時 30分頃　　　午後５時頃
◆料金（お一人片道料金）
　・大人　１，０００円　　・小学生　５００円
　・未就学児は無料（ただし保護者同伴）
◆予約受付
　　前日までに予約してください。（事前予約制）
　有限会社南九船舶
　　℡０８０－１５３６－４０８９
■問い合わせ先
　有限会社南九船舶　℡０９９−２６１－３７５１

　雄川の滝遊歩道及びアクセス道路の工事に
伴いまして、下記の期間、雄川の滝遊歩道へ
の通行が出来なくなります。
　ご迷惑をお掛け致しますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。
◇通行止め期間
平成 27年 11月１日～平成 28年４月 30日
■問い合わせ先
　役場　企画観光課
　℡２４−３１１５（直通）

　

皆
さ
ん
、
秋
と
い
え
ば
一
体
何
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
？
読
書
、芸
術
、食
欲
と
色
々
あ
り
ま
す
が
、

私
が
思
い
浮
か
べ
る
秋
は「
探
検
」で
す
！
そ
こ
で
、

今
回
は
探
検
気
分
で
一
度
は
訪
れ
て
ほ
し
い
、「
二

川
の
ア
コ
ウ
」
の
木
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ア
コ
ウ
は
別
名「
絞
め
殺
し
の
木
」と
も
呼
ば
れ
、

ち
ょ
っ
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
気
根
が
至
る
と

こ
ろ
に
巻
き
つ
い
て
見
た
目
も
な
か
な
か
グ
ロ
テ

ス
ク
な
木
な
の
で
す
が
、
実
は
温
暖
な
地
方
に
し

か
分
布
し
て
い
な
い
珍
し
い
木
で
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
南
大
隅
町
で
は
緑
の
回
廊
や
佐
多
岬
な
ど
に

も
あ
り
、
実
際
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
二
川
の
ア
コ
ウ
の
木
は
規
模
が
違
い
ま
す
よ
！

そ
こ
ま
で
行
く
の
も
中
々
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
で
、
狭

く
険
し
い
危
険
な
道
の
り
を
た
ど
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
行
き
着
い
た
先
の
光
景
に
は

き
っ
と
誰
も
が
圧
倒
さ
れ
る
は
ず
！

　

ぜ
ひ
防
虫
ス
プ
レ
ー
片
手
に
二
川
の
ア
コ
ウ
の

木
の
下
で
記
念
撮
影
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
大
隅
町 

観
光
協
会

　

担
当　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

今
村
翔
子

　

℡
24
ー

３
１
２
０
（
直
通
）

南
大
隅
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
④

「
そ
う
だ
、
ア
コ
ウ
へ
行
こ
う
」

二川のアコウの木

南大隅町観光協会

第31回

雄川の滝遊歩道
通行止めのお知らせ
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町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。またHPもご覧下さい。
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/

南大隅高校だより 2015
10月号

　90周年記念体育祭，ワークキャンプ in
蒼水園，PTA奉仕作業・ミニバレー，国民
体育大会壮行会，創立90周年記念講演会
のお知らせです。

競技の部優勝：３年１組（赤組）　　　応援の部優勝：１年１組（緑組）
　創立 90 周年を記念して，生徒・職員・保護者・同窓会・地域が力を合わせて大いに盛り上がり，最高
の体育祭となりました。
1年１組：緑組　　　　２年１組：黄組　　　　３年１組：赤組　　　　３年２組：青組

　８月６日～８月７日に蒼水園で福祉体験学習が行
われました。参加した
馬庭詩織さん（田代中）
は「とてもいい体験を
させていただき，勉強
になりました。今回学
んだ 事を今後に活かし
ていきたいです。」と感
想を述べました。

　平成 27 年度，第 70 回国民体育大会の自転車競
技が，９月 27 日から
10 月１日にかけて和歌
山県の和歌山競輪場に
て開催されます。本校
からも代表候補者に６
名の生徒が選ばれ，壮
行会が開かれました。
～大会出場候補者～
・有　川　　　朗（日当山中出身）
・中　村　伊　吹（根占中出身）
・宮　園　　　翼（西陵中出身）
・井手口　滝　吾（田代中出身）
・柳　田　弘　樹（田代中出身）
・塩　島　嵩一朗（都岡中出身）

　８月 22 日，ＰＴＡの方々と生徒・職員で奉仕作業
とミニバレーを行いました。多くの御参加をいただき
体育祭に向けて素晴らしい環境となりました。参加い
ただいた皆様，本当にありがとうございました。

創立90周年記念体育祭　9/12

ワークキャンプｉｎ蒼水園

国民体育大会壮行会

ＰＴＡ奉仕作業・ミニバレー

実施日時　平成 27 年 11 月 14 日（土）11:00 ～ 12:00
実施場所　本校体育館
講　　師　愛華みれ様

（元宝塚トップスター・女優）
演　　題

『チャンスは自分の中に・・・』

※�一般の方も無料で来場で
きます。希望される方は
10:40 以降に体育館にお越しください。

※�愛華みれ様は鹿児島県からの依頼により，11 月 4
日（水）13:00 ～ 16:30 みやまコンセールにて『国
際音楽祭と現代アート』にパネラーとしてもご出演
されます。

【お知らせ】鹿児島県立南大隅高校
創立90周年記念講演会
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「
町
の
動
き
」
で
は
、
役
場
町

民
保
健
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ

た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
方
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男 3,742 人
女 4,271 人

合計 8,013 人
世帯 4,184 戸

町の人口

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

町
の
動
き

保健・検診　■10月～11月
月　日 行事名 時　間 場　所

10月27日（火）ノルディック 19：30 〜 根占ふれあいドーム

11月  4日（水） ３歳児健診 13：00 〜 錦江町保健センター

11月  8日（日）子宮・乳がん検診
女性イベント講座 9：00 〜 根占保健センター

11月10日（火） 母子相談
ノルディック

9：30 〜
19：30 〜

根占保健センター
根占ふれあいドーム

11月12日（木） 健康相談 10：30 〜 石蔵

11月16日（月） 肺がん検診 9：30 〜 根占地区巡回

11月17日（火） 肺がん検診
ノルディック

9：30 〜
19：30 〜

根占地区巡回
根占ふれあいドーム

11月18日（水） 乳児健診 13：00 〜 錦江町保健センター

町社会福祉協議会  心配ごと相談日
月　日 時　間 場　所

10 月 28 日（水） 9：00 〜 12：00 支所会議室

11 月   4 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

11 月 11 日（水） 9：00 〜 12：00 支所会議室

11 月 18 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

10 月に納める税
◎町県民税 ３期　◎固定資産税 ３期

口座振替日は 10 月 26 日です

●�応募締切　10 月 30 日（金）
●抽選日　　11 月５日（木）　午前 10 時から
■問い合わせ・申し込み先
　役場建設課　℡２４―３１２９（直通）
　佐多支所　　℡２６―０５１１（代表）
※�申請の際には、所得証明書と納税証明書が必要となりま

すので、添付してください。

町内公営住宅入居者募集
●根占地区
■旧登尾小教頭住宅（１戸）
■蔵団地（高額所得者向け単身用）（４戸）
●佐多地区
■上之園団地（高額所得者向け住宅）（１戸）
■竹之浦団地（４戸）　　■郡団地（６戸）
■川田代団地（１戸）　　■浜団地（２戸）
■大泊団地（１戸）　　　■伊座敷団地（１戸）

在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がありますので来院の前
にお問い合わせください。

月　日 当番医院名 電話番号

10 月 25 日 大根占医院 22-2658

11 月    1 日 長浜医院 22-0137

11 月    3 日 肝属郡医師会立病院 22-3111

11 月    8 日 じょうさいクリニック 24-2977

11 月 15 日 濵畑クリニック 25-2575

都
合
に
よ
り

　

掲
載
で
き
ま
せ
ん

都
合
に
よ
り

　

掲
載
で
き
ま
せ
ん

都
合
に
よ
り

　

掲
載
で
き
ま
せ
ん
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税
を
考
え
る
週
間
に
つ
い
て

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。
生
活
に
深
い
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
る
税
の
意
義
と
役
割
に
つ

い
て
、
皆
様
に
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

国
税
庁
で
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署

の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
適
正
・
公

平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

税
を
考
え
る
週
間
の
開
設
に
合
わ
せ
て

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ

   http://w
w
w
.nta.go.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
屋
税
務
署

　

℡
０
９
９
４
―
42
―
３
１
２
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
動
音
声
）

鹿
屋
養
護
学
校
の
学
校
自
由
参
観

の
開
催
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、 

毎
年
11

月
１
日
か
ら
７
日
の
期
間
を
「
地
域
が
育

む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
養
護
学
校
で
は
、
こ
の
県
民
週
間

に
ち
な
ん
で
次
の
と
お
り
学
校
自
由
参
観

を
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
日
、
本
校
で

受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

　

11
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
屋
養
護
学
校

　

℡
０
９
９
４
―
44
―
５
１
０
９　

大
隅
５
町
合
同
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
つ
い
て

　

大
隅
５
町
（
大
崎
町
・
東
串
良
町
・
肝

付
町
・
錦
江
町
・
南
大
隅
町
）
婚
活
連
絡

協
議
会
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

12
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所

　

ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑
（
鹿
屋
市
西
原
）

●
参
加
対
象

　

鹿
児
島
県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

　

独
身
男
女
各
50
人

●
参
加
料

　

男
性　

３
、０
０
０
円

　

女
性　

２
、０
０
０
円

●
申
込
期
限　

　

11
月
20
日
（
金
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

女
性
は
直
接
ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑
へ
、
男

性
は
役
場
企
画
観
光
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

役
場　

企
画
観
光
課

　

℡
24
―
３
１
１
５
（
直
通
）

　

ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑

　

℡
０
１
２
０
―
74
―
１
２
３
８

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間

年
中
無
休
電
話
相
談
）
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人
よ
り
そ
い
支
援
か
ご
し

ま
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
補
助
事
業
で
あ

る
「
寄
り
添
い
型
相
談
支
援
事
業
（
よ
り

そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ど
ん
な
悩
み
に
も
電
話
相
談
の
専
門
員

が
寄
り
添
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法

を
探
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
電
話
番
号
（
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

℡
０
１
２
０
―
２
７
９
―
３
３
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

つ
な
ぐ　

さ
さ
え
る
）

●
利
用
方
法

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
の
で
、

相
談
し
た
い
こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
よ
り
そ
い
支
援
か
ご
し
ま

　

℡
０
９
９
―
２
９
８
―
５
４
０
３

平
成
28
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」
又

は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
に
選
ば
れ

た
皆
さ
ん
へ

　

裁
判
員
候
補
者
及
び
検
察
審
査
員
候
補

者
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中
か
ら
、

く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月

中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記

載
の
お
知
ら
せ
」
又
は
「
検
察
審
査
員
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届

き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
制

度
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
【
裁
判
員
】

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部　

裁
判
員
係

　

℡
０
９
９
―
２
２
２
―
７
１
５
７　

　
【
検
察
審
査
員
】

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

℡
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
１
９

民
間
事
業
者
等
を
対
象
と
し
た
社
会
保

障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
の

説
明
会
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
民
間
事
業
者
等
の
皆
様
も
、
そ
の
規

模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
税
や
社
会
保
障

の
手
続
き
で
従
業
員
な
ど
の
個
人
番
号
を

取
り
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
間
事
業
者
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

11
月
6
日
（
金
）

　

午
後
1
時
45
分
〜
午
後
4
時
30
分

●
場
所

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
ホ
ー
ル

　
（
鹿
屋
市
大
手
町
）

●
定
員

　

３
０
０
名

　
（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
方
法

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
企
画
部
情
報
政
策
課
情
報
化

推
進
係

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
２
３
８
８
（
直
通
）

お知らせ INFORMATION



有料広告募集中！
　「広報南大隅」では、掲載する有料広告を募集しています。
　広報南大隅は、フルカラーで毎月 4,000 部発行し、町内各戸へ
配布しているほか、町外の個人、町内外の官公署へ送付していま
す。

●企業、事務所、商店などの宣伝・求人広告
●臨時的なアルバイト募集（農繁期の手伝いなど）
●企業、事務所、商店などのイベント告知など様々な用途でご利用ください。

　広告掲載についての詳細は、南大隅町役場総務課へお問い合わ
せください。
【問い合わせ先】　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北 226 番地
　　　　　　　　南大隅町役場総務課　☎ 0994-24-3111
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安心の年中 365日・24時間受付
−家族葬、自宅葬から一般葬まで−

― ご家族の一人として、ご家族と共に―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔JA グループ　㈱きもつき〕

真心と誠意の

家族葬承ります。

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
と
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
共
催
で
、
宅
地

建
物
取
引
に
係
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

●
相
談
日

　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

●
場
所

　

鹿
屋
市
役
所　

６
階
会
議
室

●
相
談
の
内
容

　

宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

　

相
続
・
贈
与
に
関
す
る
こ
と

　

税
金
に
関
す
る
こ
と

　

登
記
に
関
す
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
３
７
０
７

交
通
事
故
に
係
る
無
料
弁
護
士
相
談
の

開
催
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
ま
で

●
申
込
期
限

　

11
月
18
日
（
水
）

●
場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　
（
大
隅
地
域
振
興
局
１
階
）

　

℡
０
９
９
４
―
52
―
２
０
８
９

職
業
訓
練
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
27
年
度
後

期
の
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
経
理
事
務
パ
ソ
コ
ン
科

　

訓
練
期
間
（
３
か
月
）　

　

１
月
22
日
（
金
）
～
４
月
21
日
（
木
）

　

会
場　

Ｋ
Ｗ
Ｓ
鹿
屋
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

　

定
員　

24
人　

　

募
集
期
間

　

11
月
12
日
（
木
）
～
12
月
17
日
（
木
）

●
介
護
職
員
養
成
科

　

訓
練
期
間
（
３
か
月
）　

　

２
月
３
日
（
水
）
～
５
月
２
日
（
月
）

　

会
場　

ニ
チ
イ
学
館　

鹿
屋
校

　

定
員　

20
人　

　

募
集
期
間

　

11
月
25
日
（
水
）
～
１
月
５
日
（
火
）

●
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

　

訓
練
期
間
（
３
か
月
）　

　

２
月
18
日
（
木
）
～
５
月
17
日
（
火
）

　

会
場　

プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス
（
志
布
志
市
）

　

定
員　

24
人　

　

募
集
期
間

　

12
月
８
日
（
火
）
～
１
月
19
日
（
火
）

●
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
科

　

訓
練
期
間
（
３
か
月
）　

　

3
月
25
日
（
金
）
～
６
月
24
日
（
金
）

　

会
場　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　

定
員　

24
人

　

募
集
期
間

　

１
月
21
日
（
木
）
～
２
月
25
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

℡
０
９
９
４
―
42
―
４
１
３
５

医師情報提供のお願い
肝属郡医師会立病院

情報受付窓口
◦肝属郡医師会立病院　総務課企画係	℡ 0994-22-3111（代表）
◦錦江町役場保健福祉課	 ℡ 0994-22-3041（直通）
◦南大隅町役場町民保健課	 ℡ 0994-24-3125（直通）

当院では、勤務して頂ける医師を探しております。
地元出身等の医師、あるいは医学部生をご存じの方はいらっ
しゃいませんか？
情報をお持ちの方は是非ご一報ください。

お知らせ

有料広告

INFORMATION

Paid advertising
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島
根
大
学
大
学
院
地
球
資
源
環
境
学
領
域
助
教

向
吉 

秀
樹 

氏

　

今
月
か
ら
岩
石
の
風
化
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
表
近
く
に

あ
る
岩
石
は
、
気
温
の
変
化
や
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
脆
（
も
ろ
）

く
な
り
、
や
が
て
は
土
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
岩
石
が
脆
く
な
る
こ
と
を

風
化
と
言
い
ま
す
。
風
化
の
仕
方
は
岩

石
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
こ
の
違

い
に
よ
っ
て
、
山
や
海
岸
な
ど
の
景
観

が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
ま
た
、
土
砂

災
害
の
発
生
の
仕
方
も
異
な
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
ま
ず
花
崗
岩
類
の
風
化

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
浜
か
ら
伊
座
敷
に
か
け
て
や
、
佐

多
辺
塚
か
ら
肝
付
町
内
之
浦
に
か
け
て

の
地
域
に
は
、
花
崗
岩
類
の
一
つ
で
あ

る
花
崗
閃
緑
岩
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

（
２
月
号
参
照
）
花
崗
岩
類
が
分
布
す
る

地
域
の
代
表
的
な
景
観
と
し
て
、
川
や

海
岸
で
見
ら
れ
る
丸
み
の
あ
る
大
き
な

岩
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
写
真
１
）

　

私
は
子
供
の
こ
ろ
「
海
岸
に
あ
る
丸

い
岩
は
、
山
で
崩
れ
た
岩
が
川
に
流
さ

れ
て
運
ば
れ
る
と
き
に
、
次
第
に
角
が

取
れ
て
で
き
た
も
の
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
伊
座
敷
な
ど
で

見
ら
れ
る
花
崗
岩
の
丸
い
大
き
な
岩
も
、

川
か
ら
流
れ
て
き
て
丸
く
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

確
か
に
川
や
海
岸
で
見
ら
れ
る
丸
い

岩
の
多
く
は
川
の
流
れ
や
波
の
影
響
を

受
け
て
丸
み
を
帯
び
て
い
る
も
の
が
多

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
花
崗
岩
類
に

関
し
て
は
、
ど
う
や
ら
川
の
流
れ
や
波

の
作
用
だ
け
で
は
な
く
、
風
化
に
よ
っ

て
も
丸
い
岩
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

写
真
２
は
香
川
県
小
豆
島
で
撮
影
し
た

花
崗
岩
の
写
真
で
す
。
風
化
に
よ
っ
て
、

花
崗
岩
の
岩
体
が
部
分
的
に
茶
色
に
変

色
し
て
い
ま
す
。（
写
真
２
の
赤
矢
印
部
分
）

こ
こ
で
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

風
化
せ
ず
に
残
っ
て
い
る
白
い
部
分
で

す
。
写
真
２
の
緑
矢
印
部
分
が
丸
み
を
帯

び
て
い
る
の
が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

花
崗
岩
類
は
地
下
深
く
で
マ
グ
マ
が

ゆ
っ
く
り
と
冷
え
て
で
き
た
岩
石
で
す
。

（
３
月
号
参
照
）

　

こ
の
マ
グ
マ
が
冷
え
て
固
ま
る
際
に
、

体
積
の
収
縮
に
よ
り
岩
体
に
複
数
の
割

れ
目
（
専
門
用
語
で
節
理
と
い
い
ま
す
）

が
で
き
ま
す
。（
写
真
３
の
赤
矢
印
部
分
）

　

地
表
近
く
に
あ
る
花
崗
岩
類
は
、
こ

の
節
理
に
沿
っ
て
雨
水
が
染
み
込
み
、

次
第
に
風
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

複
数
の
割
れ
目
の
中
心
に
あ
る
部
分
が

風
化
に
耐
え
て
残
り
、
丸
い
岩
と
な
る

の
で
す
。（
図
１
）（
写
真
２
）

　

そ
の
た
め
、
花
崗
岩
類
の
分
布
す
る

地
域
で
は
、
川
や
海
岸
だ
け
で
は
な
く
、

山
の
斜
面
な
ど
で
も
丸
い
大
き
な
岩
が

見
ら
れ
ま
す
。
斜
面
に
あ
る
丸
い
岩
は

不
安
定
な
た
め
、
大
雨
や
大
き
な
地
震

の
際
に
斜
面
を
転
が
り
落
ち
て
土
石
流

を
発
生
さ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
花
崗
岩
類
の
分
布
す
る
地
域

は
、
土
砂
災
害
の
中
で
も
土
石
流
が
発

生
し
や
す
い
地
域
と
言
え
ま
す
。

南
大
隅
町
の
地
質
に
つ
い
て
⑪

岩
石
の
風
化
に
つ
い
て　

そ
の
１
（
花
崗
岩
類
の
風
化
）

写真１：花崗岩の巨礫
　　　　（大浜海水浴場の南側）

写真２：部分的に風化している
　　　　花崗岩の岩体（小豆島）

割れ目への雨水の侵水

雨水により
風化した花崗岩

風化していない
花崗岩

花崗岩中の
割れ目 （節理）

図１：花崗岩類の風化の模式図 写真３：節理の発達した花崗閃緑岩
　　　　の岩体（伊座敷漁港）

　

次
号
で
は
溶
結
凝
灰
岩
の
風
化
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
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